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完成のよろこび二つ
近
代
様
式
を
ほ
こ
る
施
設

教
育
優
先
の
実
あ
が
る

関
係
圸
区
民
は

も
ち
ろ
ん
、
全
町

民
が
待
ち
望
ん
で

い
た
二
つ
の
大
工

事
、
藤
田

小
の
体

育
舘
と
森
江

野
小

の
水
泳
プ
ー
ル
が

、
こ
の
ほ
ど
見
事

に
完
成
し
て
、
み

ん
な
を
よ
ろ
こ
ば

せ
て
い
る
。

藤
田
小
の
体
育

舘
は
、
国

見
全
町

の
公

会
堂
的
性
格

を
も

た
せ
る
た
め

、
咏
坪
数
二
四

八

坪

、
ひ
ろ
び
ろ
と

し
た
ス
テ

ー
ジ
や

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
設

備

、
シ
ャ
ワ
ー
付

更
衣
室（

男
女
別
）
が
あ
り
、
つ
り

上
げ
式
。バ
ス
ケ
ッ
ト
設
備

、
取
り

外
し
式
。バ
レ
ー
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
ポ
ー
。ル
、
低
鉄
棒
な
ど
を
備

え

簗
会
用
折

た
た
み
式
椅
子
三
〇
〇

、
豪

華
な
ど
ん
ち
よ
う

の
ほ
か
、

シ
ネ
ス
コ
用

ス
ク
ー
リ
ｙ

、
暗
幕

、
放

送
設
備
も
そ
な
え

、
全
く
至

れ
り

っ
く

せ
り
で
あ

る
。
こ
れ
ら

の
経
費
と
し
て
町
費
一
二
四
二
万

円

の
ほ
か
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
別
夢
の
よ

う
な
七
十
余
万
円
の
設
備
寄
附
を

し
て

い
る
こ
と

に
よ
っ
て
舩
、
藤

田
地
区
民
の
熱
意
が
い
か
に
大
き

い
も

の
で

あ
る
か
う
か
が
わ
れ
る

。
町
で
は
去

る
一
日
、
町
内
外
三

百
余
名
の
来
賓
を
招
い
て
落
成
式

を
挙

げ
、
土
地
提
供
者
を
は
じ
め

工
事
関
係
功
労
者
等
に
感
謝
状
を

贈
呈
し
た
。

尚
二
日
に
は
祝
賀
行
事
と
し
て

Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催

に
よ
る
福
女
音
体

ク

ラ
ブ
、
バ
ス
ヶ

ツ
ト
タ
ラ
ブ
員
二

八
名
に
よ
る
模
範
演
技
及
び
国

見

町
公

民
舘
主
催

の
映
画
会
が
行
わ

れ
、
午

前
、午
后
、
夜
の
三
回
に
わ

た
っ
て
満
員
の
盛
況
で
あ
っ
た
。

又

七
日
に
は
児
童
音
楽
会
を
開
き

数
数
の
名

技
熱
演
に
父
兄

を
感
激

さ
せ
た
。

森
江
野
小
の
水
泳
プ
ー
ル
は
五

年
前
か
ら
の
地
区
民
の
要
望
で

あ

っ
た
。
阿
武
隈
川
に
お
け
る
同

校

児
童
の
水
死
事
故
は
更
に
こ
の
運

動
に
拍

車
を
か
け
、
各
種
団

体
、

住
民
各
層
を
も
う
ら
し
て
プ
ー
ル

建

設
促
進
委
員
会
を
つ
く
り
、
土

圸
の
選

定
、
買
受
け
の
交

渉
、
資

金
の
寄
附
募
集
等
を
す
す
め
な
が

ら
町
当
局
に
懇
請
し
て
、
遂
に
二

五
×
ハ

メ
ー
ト
ル
の
立
派
な
プ
ー

ル
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
は
各
種
団
体
の
ほ
か
全
戸

に
わ

た
る
勤
労
奉
仕
が
あ
り
、
川
島
組

の
犠
牲
的
工
事
施
行
と
相
ま
っ
て

町
費
僅
か
五
〇
万
円
で
こ
の
施
設

が
で
き
た
の
で
あ
る
。
現
在
県
内

小
中
学
校

、
九
三
一

校
中
プ
ー
ル

を
も
っ

て
い
る
の
は
三

五
校

、
そ

の
中
三

つ
が
わ
が
国

見
町

に
あ
る

と
い
う
。
藤
田
小

の
体
育
舘

と
思

い
あ
わ

せ
わ
が
町

の
教
育
優
先

ぶ

り

が
う

か
が
わ
れ

、
う
れ
し
い
限

り
で

あ
る
。

三
日
町
内
来

賓
一
〇
〇
名
を
招

き

、
全
校
児
竜
と
共
に
玄
関
前
で

落

成
式

を
開
き
、
赤
井
畑
町
長

に

よ
っ
て
紅
白
の
テ
ー
プ
を
切
り
、

福
大
早
川
先
生
の
講
演
、
同
学
生

に
よ
る
各
種
泳
法
の
模
範
演
技
で

プ
ー
ル

サ
イ
ド
に
居
並
ぶ
み
ん
な

を
よ
ろ
こ
ば
せ
た
。

建
設
促
進
委
員
長
を
つ
と
め
た
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
石
川

暢
夫
氏

は
、
そ

の

謝
辞
の
中
に
「

プ
ー
ル
を
も
た
な

い
他
の
学
校
（

小
坂
、
大
木
戸
、

大
枝
に
も
早
く
こ
の
よ
ろ
こ
び
を

あ
た
え
て
も
ら
い
た
い
）
と
い
っ

て
い
る
。
全
く
そ
の
通
り
、
よ
い
こ

と
は
一
日
で
も
早

い
方

が
よ
い
。

献
穀
田
の

田
植
祭

こ

と
し
の
秋
、
天
皇
陛
下

に
献

上
す

る
献
穀
田
の
田
植
祭
が
、
去

る
六
月
十
六
日
、
山
崎
の
八
島
建

次
郎
さ

ん
方
の
田

で
行
わ
れ
た
。

早
川
県
農
政
課
長
を
始
め
関
係
者

多
数
の
臨
席
の
も
と
に
、
長
男
好

雄
氏
夫
妻
ま

ご
こ
ろ
を
こ
め
て
丹

念
に
植
え
ら
れ
た
。
こ
の
秋

に
は

刈
取
式

を
行
な
い
、
八
島
氏
夫
妻

で
宮
中

に
伺
い
、
陛
下

に
献

上
す

る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。

【
写
真
】
は
田
饂
の
実
況

も

り

あ

が

る

町

民

の

熱

意

藤
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（

会
長
八

巻
正
雄
氏
）
で

は
体
育
舘
建
設
を

記
念
し
て
各
種
設
備

を
寄
附
す
る

た
め
、
資
金
の
寄
附
を
募
集

し
た

が
、
初
め
五
〇
万
円
の
予
定
を
突

破
し
て
七

‘一
万
余
円
に
達
し
た
。

一
日
の
落
成
式
に
こ
れ
に
よ
る
備

品

目
録
を
町
当
局
に
贈
呈
し
、
万

雷

の
よ
う

な
拍
手

を
う
け

た
。

そ
の
内
容
次
の
通
り

緞
帳
　
　

二
六
三
、
〇
四
八
円

暗
幕
　
　
　

二
「
三
、
三
五
〇
円

電
池
時
計
　

三
六
、
〇
〇
〇
円

う
す

べ
り
　

二
〇
、〇

〇
〇
円

雑
費
　
　
　
　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

イ
ニ
一
舜
」

二
八
、
六
〇
〇

円

会
２ １

四

ぺ
　

九
〇
ゝ
○
○
○
円

謐

躅
　

八
、〇
〇
〇
円

映
写
幕
　
　
　
　

八
、〇
〇
〇
円

花
台
　
　
　
　

四
、
〇
〇
〇
円

パ

磊

才

六
ヽ
八
〇
〇
円

漾

譫
　

四
、
〇
〇
〇
円

更
衣
室
鏡
二
　

六
、〇
〇
〇
円

作
品
四
転
　

二
〇
ヽ
○
○
○
円

球
技
得
点
板
　
　『

五
〇
〇
円

祝
賀
協
賛
費

一
〇
、〇
〇
〇
円

祝
賀
行
事
費

一
〇
、〇
〇
〇
円

周
囲
整
備
費
　

三

七
コ
一
円

計
　
　

七
一
三
、〇
一
〇
円

各
農
協
に

巡
回
文
庫
を

し
ば
ら
く
や
す

ん
で
お
り
ま
し

た
公
民
舘

の
巡
回
文
庫
が
、
準
備

完
ｒ

、
次

の
よ
う
に
各
農
協
に
お

頼
み
し
ま
し

た
か
ら
、
前
と
同

じ

よ
う
に
御
利
用
下
さ
い
。

小
坂
農
協
　
　

石
母
田
農
協

森
江

野
農
協
　

大
木
戸
農
協

大
枝
農
協

渮
読
書
グ
ル

ー
プ
を
作
っ
て
貸
出

文

庫
も
御
利
用
下
さ
い
。

（

図

書

部

）

【 写真】(上)一 藤田 小学校屋内運動場( 下)一森 江野小学校水泳 プール

町
議
会
の
畜
産
視
察
記
(三)

㈲

機
械
化
で
二

人
五
千
羽
の

管
川

雛
舎
は
、
広
大
な
敵
地

に
ヒ

ナ

用

と
成
鶏
用

と
わ
け

、
大
小
二
二

四
伴

が
、
通
風

と
換

気
を
考
虐

し

整
然
と
妣

つ
て
い
る
。

最
新

式
の
鉄
骨
鶏
舎
、
自
劭
給
川

機
及

び
排
齎
磯

付
（
一
・

五
間
×

一
〇

間
）
給
絹
箱
（
一
・
五
間
）

排
糞
機

の
速
度

は
一
分
間

Σ

气

一
羽

の
鶏

が
一
回
三
分

づ
つ
摂
取

し
、
一
日
十
時
間
運
転
し
て
二
時

間
飼
料

を
と
る
。
飼
料
効
果
は
き

わ

め
て
よ
く
、
始
終
排
糞
す
る
の

で
換
気
が
よ
く
、
成
績
良
好
、
こ

の
力
式

は
一
人
で
五
千
羽
の
管
珥

が
で
き

る
。

そ
の
他
成
賜
用
。バ
タ
リ
ー
舎
は

一
五
〇
間
×

丁

五
間
の
も

の
を

平
行
に
建
て
て
あ
る
。

㈲
　

食
鶏
工
場

廃
鳰
の
処
理
場
を
作
り
、
手
軽

に
処
理
す
る
。
一
七
秒
で
七
羽
処

理
す
る
脱
毛
機
そ
の
他
の
加
工

譏

を
用

い
て
能
率

を
上
げ
て
い
る
。

年
間
一
〇
万
～
一
五
万
羽
処
理
し

機
械

を
採
用
し
て
か
ら
三
割
の
収

入
増
を
見
て
い

る
。

㈹
　

鶏
糞
の
処
理

「
火
力
乾
燥
機

と
露
天

乾
燥

塲

の
施
設
を
活
用
し
て
声
価
を
高
め

汽
車
に
よ
っ
て
各
地
に
販

売
し
て

い
る
。
現

在
注
文
殺
到

し
、
応
じ

か
ね
る
始

末
で
あ
る
。
（

鶏
駿

を

大
せ
っ
に
す
る
こ
と
は
よ
く
学
ば

ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
５

）

同
　

出

荷
は
有
利

に
特
約

諤
質

の
向
上

と
選
卵
を

モ
ッ

ト

ー
と
し
、
洗
卵

は
し
な
い
。
良
質

多

量
で
あ

る
た
め
価
も
高
く
、
取

引

に
有
利
で
あ
る
。
現
在
、
東
京

横
浜

の
三
会
社
と
一
年
制
の
特
約

で
出
荷
し
て
い
る
。

り
　

従
業
員
は
公

務
員
な
み

従
業
員
は
組
合
長
以
下
約
百
名

で
、
組
合
長
報
酬
月
十
万
円
以
下

こ
れ
に
な
ら
う
。
各
家
庭

の
妻
子

は
全
部
隧
業
員
と
し
て
給
料
は
国

家
公
務
員
と
同

格
で
あ
る
。
昭
和

三
十
五
年
度
は
ま
だ
決
算
前
だ
が

と
り
あ
え
ず
三
百
五
十
万
円
を
組

合
員
に
配
当
内
渡
ず
み

、
残
り
は

決
算
後
に
配
当

す
る
。

呻
　

結
　

び

組
合
長
彦
坂
茂
一
氏
曰
く

「
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
養
鶏
を
し
て

い
ら
れ

る
か
わ

か
ら
な
い
が
、
ホ

さ
な
規
模
で
私
共
の
ま
ね
を
し
て

も
、う

ま
く
い
か
な
い
で
し
ょ

う
。

ま
ず
多
峭
飼
青
に
よ
り
、
飼
料

を
安
く
、
一
人
で
五
千
羽

も
飼
え

る
上
手
な
管
理
、
卵
、
肉

丿
糞
を

上
手
に
売
る
。
こ
れ
を
行
え
ば
よ

い
の
で
ず
。
」
　
　
・

と
、
又
こ
の
組
合
で
は
、
卵
が

Ｉ

ヶ
六
円
で
も
経
営
に
自
信
が
あ
る

と
、
ま
こ
と
に
見
の
が
し
出
来
な

い
重
大
事
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の

経
営
が
、
は
た
し
て
こ
れ
に
対
抗

で
き

る
か
ど
う
か
、
真
剣
に
検
討

を
要
す

る
問
題
で
あ
る
。
「

自
給

飼
料

の
作
付
と
畑
作
改
美
、
魚
粉

な

ど
の
購
入
に
よ
る
自
家
配
合
等

大
い

に
研
究
を
要
す
る
と
思
う
」

私
共
が
こ
れ
ま
で
考
え
て
い
た
通

り
で
あ
る
。
こ
れ
が
実
現
に
は
は

た
し
て
ど
れ
だ
け

の
研
究
と
努
力

が
必
要
で
あ
ろ
う
か
。
今
す
ぐ
こ

の
組
合
の
よ
う
に
共
同
化
が
出
来

な
い
に
し
ろ
、
こ
の
よ
う
な
農
業

経
営
が
行
わ
れ
て
い
る
現
実
を
見

て
、
心
を
新

に
し
た
次
第
で
あ
る
。

今

後
国
見
町
の
農
業
行
政
に
力
強

く

立
上
ら
ん
こ
と
を
一
同
契
い
合

っ

て
帰
路
に
っ
い
た
。（

熊

坂

生

）

まんだん
(大原君[〉ぐ]小吉君)

酒

防

法

ド

わ
が
国
に

は
、
昔
か

ら
酒
は
百
・

薬
の
長
と

か
、
健
康

長
寿
の
妙

薬
、
社
会

を
明

る
く
す

る
潤
滑
油
、
商
政

談
を
う
ま
く
と
り
は
こ
ぶ
特
効

手
段
な

ど
と
、
酒
の
功
徳
を
謳

歌
し
て
い

る
向
き
が
あ

る
。
そ

の
反
面

、
健
康
を
害
し

、
家
庭

経
済
を
そ
こ
な
い
、
社
会
の
良

風
美
俗
を
み
だ
す
と
酒
の
害
毒

を
強
調
す
る
の
あ
ま
り
、
こ
れ

が
追
放
を
叫
ぶ
も
の
も
あ
る
。

過
ぎ
た

る
は
及
ば
ざ
る
が
如
し

と
か
、
と
か
く
世
の
中
は
、
ど

ん
な
良
い
事
、
よ
い
物
で
も
、

ほ

ど
ほ
ど
に
し
た
い
も
の
。
日

本
は
「
飲
酒
家
の
天
国

」
と
い

わ
れ
、
多
少
ま
ち
が
い
や
行
き

す
ぎ
が
あ
っ
て
も
、
酒
の
上
だ

か
ら

と
、
お
お
め
に
み
ら
れ
て

き

た
と
思
わ
れ
る
ふ
し
も
あ
る

。
飲
酒
の

エ
チ
ケ
ッ
ト
で
は
ま

さ
に
四
等
国
と
い
わ
れ
て
い
る

わ

が
国

に
も
、
公
共
の
福
祉
を

保
つ

た
め
に
、
い
よ
い
よ
「

よ

っ

ば
ら
い
追
放
に
関
す
る
法
律

が
で
き

、
七
月
一
日
か
ら
実
施

さ
れ
た
。
民
主
国
家
の
住
民
と

し
て
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に

か
か
わ
ら
ず

、
法
の
示
す
と
こ

ろ
に
従

わ
ね

ば
な
ら
ぬ
。
そ
の

道
の
研
究
家
、
大
原
君
と
小
吉

君

の
登
場
を
願
っ
て
ご
説
明
を

い
た
だ
く
こ
と
に
す
る
。
ち
な

み

に
両
君
は
酒
仙
小
原
庄
助
さ

ん
の
曾
孫

に
当
る
そ
う
だ
。

大

コ
ニ
防
法
と
は
何
何
か
」

小
「

破
防
法
、
政
防
法
…
？
」

大
「
そ
れ
、
も
ひ
と
っ
、
酒

に

酔
っ
て
公
衆
に
迷
惑
を
か
け

る
行
為
の
防
止
等
に
関
す

る

法
律
、
略
し
て
…
…
」

小
「
あ
、
酒
防
法

か
。
と
こ
ろ

で
こ
の
長
い
名
前
の
法
律
の

目
的
は
何
だ
い
」

大
「
酩
酊

者
の
行
為
を
と
り
し

ま
り
、
又

は
保
護
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
酒

の
飲
み
す
ぎ

が
、
個
人
又

は
社
会
に
害
毒

を
及
ぼ
す

こ
と
を
防
ぎ
、
も

っ
て
み
ん
な
の
し
あ
わ
せ
を

図
っ
て
や
る
こ

と
だ
」

小
「
酩
酊
者
と
は
、
ど
の
程
度

の
も
の
を
さ
す

か
」

大
「
ア
ル

＝
Ｉ

ル
の
影
響
に
よ

り
正
常
な
行
為
が
で
き
な
い

お
そ
れ
の
あ
る
状
態
に
あ
る

者
と
第
一
条

に
定
め
ら
れ
て

い
る
。
さ
し
あ
た
り
小
吉
君

な
ど
は
酒

墜

忿

用
の
対
象

に
な
る
だ
ろ
う
な
ア
」

小
「
と
ん
で
も
な
い
。
庄
助
も

い
さ
ん
ら
代
か
ら
、
模
範
的

な
飲
酒
家

老
し
て
、
世
間
様

か
ら
ほ
め
ら
れ
て
き
た
お
家

柄
だ
。
酒
飲
み
の
エ
。チ
ケ
ツ

ト
だ
汁
は
忘
れ
な
い
ぞ
」

大
「
第
一
一`
条

に
、
す
べ
て
の
国

民
は
、
飲
酒

を
強
要
す
る
等

の
悪
習

を
排
除
し
、
飲
酒
に

つ
い
て
の
節

度
を
保
つ
よ
う

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
定
め
ら
れ
て
い

る
。
節
度

の
あ
る
飲
酒

は
、
文
化
人
の

エ
チ

ケ
ッ

ト
だ
」

小
「
で

は
、
酒

の
き

ら
い
な
も

の
や
、
た
く

さ
ん
に
な
っ
た

も

の
に
無
理

に
飲
ま
せ
て
は

な
ら

な
い
わ
け
だ
ね
」

大
「
そ
う
だ
。
ほ
ど
ほ
ど
に
飲

む
よ
う
に
す

る
ん
だ
な
」

小
「

よ
っ

ぱ
ら
い
を
と
り
し
ま

っ

た
り
、
保
護
し

た
り
す
る

の
は
誰

の
や
く

め
か
」

大
「
そ

れ
は
お
巡
り
さ
ん
の
仕

事
だ
。
酩
酊
者

が
、
公
共

の

場
所
（

道
路
、
公
園
、
飲
食

店
そ

の
他
）
又

は
公
共
の
乗

物
（
汽
車
、
電
車
、
バ
ス
そ

の
他
）
で
、
粗
野
又
は
乱
暴

な
言
動
を
し
て
い
る
と
き
、

警
察
官
は
、
こ
れ
を
適
当

な

場
所

に
保
護
す

る
」

小
「
お
や
お
や
」

議
会
だ
よ
リ

六
月
定
例
議
会

六
月
八
日
町
議
会
定
例
会
が
開

か
れ

、
・「
国
見
町
税
条
例
の
一

部
改
正
の
件
な
ど
六
件
」
原
案

可
決
さ
れ
た
。
会
期
は
一
日
、

議
案

は
次
の
と
お
り

日
程

第
一
　

国
見
町
税
条
例

部
改
正
の
件（

町

長

提

出

）

同
　

第
二
　

国
見
町
国
民
健
康

保
険
条
例
の
一
部
改
正

の

件
　
　
　
　
　（
同
　
　

前
）

同
　

第
三
　

国
見
町
急
性
灰
白

髓
炎
（
小
児

マ
ヒ
）
予
防

接
種
条
例
制

定
の
件

（
同
　
　

前

）

同
　

第
四
　

桑
折
町
有
火
葬
場

を
国

見
町
住
民

の
使
用
に

供
さ
せ
る
協

譲
の
件

（
同
　
　

前
）

同
　

第
五
　

藤
田
小

学
校
屋
体

渡
廊
下
便
所
建
築
工
事
請

負
契
約
締
結
の
件

（
同
　
　

前
）

同
　

第

六
　

昭
和
三
十
六
年
度

国
見
町
歳
入
歳
出
追
加
更

正
予
算
　

（
同
　
　

前
）

○

商

店

の

公

休

日
（
毎

月

二

十

日
）

に

協

力

し

ま

し

よ

う



季

節
保
育
所

終
名

ｊ

ｊ

１
／
ｆ

一
‘一
一
月

～

１

４

１
ｊ
　

ｌ

徳

江

南

部

と

塚

野

目

の

二

ヶ

所

だ

っ

た

が

、

こ

と

し

は

圸

区

民

の

佃

な

る

要

望

に

よ

っ

て

大

木

戸

地

区

に

も

開

設

し

た

こ

と

は

、

前

号

で

報

導

さ

れ

た

通

り

で

あ

り

、

父

兄

か

ら

も

ひ

じ

よ

う

に

喜

ば

れ

、

妛

年

も

ぜ

ひ

や

っ

て

も

ら

い

た

い

ン

の

要

望

が

出

て

い

る

。

世

話

人

、

保

育

従

事

者

の

方

方

の

ご

苦

労

に

対

し

感

謝

さ

れ

て

い

る

。

倒
　

徳
江
南
部
季
節
保
育
所

収
容

保
育
児
　
　
　

四
四
名

保
育
従

事
者
　
　
　
　

三
名

責
任
者
　
　
　

村
上
　

豊
一

②
　

塚
野
目
季
節
保
育
所

収
容

保
育
児
　
　
　

三
二
名

保
育
従
事
者
　
　
　
　

三
名

責
任
者
　
　

佐

久
間
　

直
次

圓
　

大
木

戸
季
節

保
育
所

収
翦
保
育
兇
　
　
　

七
三
名

保
育
従
事
者
　
　
　
　

四
名

責
任
者
　
　

八
島
　

福
太
郎

【
写
真
】
　
上
か
ら
徳
江
甫
鄙
、
塚

野
目
、
大
木

戸
の
各
保
育
所

表
彰
披
露

○
勤
続
議
員
と
し
て

大
沼
酉
治
、
大
波
　

久

大
津
利
『

佐
藤
新

七

八
島
建
次
郎

多
年
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自

治
の
振
興
発
展
に
寄
与
し
た
た

め
全
国

町
村
議
会
議
長
会

長
よ

り
表
彰
さ
れ
た

○
水
道
功
労
者
と
し
て

厚

生
課
水
道
係
　

佐
藤
福
寿

簡
易
水
道
普
及
並
び
に
技
術

管

理
者
と
し
て
適
正
な
管
理
を
行

な
っ
て
い
る
た
め
県
簡
易
水

道

協
会
よ
り
表
彰
さ
れ
た

○
優
良
保
健
婦
と
し
て

厚
生
課
保
健
娟
　

渡
辺
ヨ
シ
Ｉ

地
区

公
衆
衛
生
事
業
に
努
力
し

た
た
め
日
本
看
護
協
会
保
健
婦

会
県
支
部
よ
り
表
彰
さ
れ
た

○
交
通
安
全

大
町
南
部
落
交
通
安
全
会

新
道

路
交
通
法

の
趣
旨
徹
底
と

交
通
指
導
に
努
め
、
部
落
を
挙

げ
て
事
故
の
防
止
に
功
労
が
あ

つ
だ
の
で
県
警
察
本
部
長

並
び

に
県
交
通
安
全
協
会
長
か
ら
表

彰

さ
れ
た

○
交
通
安
全
民
間
協
力
者
と
し
て

国
見
町
役
場
　

佐
藤
悁

吉

交
通
事
故
防
止
の
た
め
街
頭

に

お
け
る
交

通
指
導

に
協
力
し

た

の
で
桑
折
署
長
及

び
交
通
安
全

協
会
桑
折

支
部

長
よ
り
感
謝
状

○
組
織
づ
く
り
に
協
力

安
全
運
転
者
会

長
　

根
本
政
治

部
落
交
通

安
全
会

の
組
織

に
協

力
し
適
切
な
指
導

を
し

た
の
で

前
項
と
同

じ
く

感
謝

状

○
優
良
運
転
者

佐
藤

儀
次
郎

徳

江

源

三

高
原

菊

松

村

上

彦

吉

佐

藤

正

司

交
通
法
規
を
よ
く
守
り
、
常
に

安
全
運
転
を
な
し
、
事
故
防
止

に
努
め
て
い
る
の
で
前
者
よ
り

表
彰
さ
れ
た

「
百
姓
の
妻
に
座
り
た
く
な

い
」
と
云
う
Ｍ
子
さ
ん
へ

爪

森
江
野
　
Ｙ
　
Ｍ
　

生

あ
な
た
方
は
、
学
校
を
卒
業
す

る
と
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
、
あ
ら

ゆ

る
方
法
で
「
習
い
も
の
」
と
云

う
も
の
を
す
る
。
そ
れ
も
農
家
の

妻

に
も
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
。の
妻
に

も
な
れ
る
様
に
で
あ
る
。
サ
ラ
ジ

ー
マ
ｙ
の
妻
に
な
り
そ
こ
な
っ
た

時

は
百
姓
の
妻
に
な
る
、
と
云
う

考
え
が
そ
う
さ
せ
る
に
ち
が
い
な

い
。又

母
親
自
身
「
自
分
の
娘
に
は

苦
労
さ
せ
た
く
な
い
」

と
考
え
て

い
る
の
だ
。
百
姓
の
娘
が
皆
、
百

姓
を
き
ら
っ
た
時
、
自
分
の
息
子

に
も
娘
達
は
来
た
が
ら

な
い
の
だ

と
云
５

こ
と
を
知
っ
て

か
知
ら
ず

に
か
。

女

の
人
達
が

青
年
学
級
や
青
年

団
各
部
の
行
事
の
中
で
一
番
熱

心

に
や

る
の
は
生
花
と
料
理
の
よ
う

で
す
。
生
花
な
ど
一

生
懸

命
習
っ

て

ど
う
す
る
の
で
す
か
。
日
常

生

活
の
中
に
花
を
と
り
入

れ
て
暮

ら

し

に
ょ
り
一
層
の
う
る
お
い
を
作

る
と
い
う
気
持
は
大
切
で

し
ょ

う

け
れ

ど
も
、
百
姓
の
妻

に
な
る
の

だ
っ
た
ら
生
花
な
ど
あ
ま

り
必
要

な
い
と
思
う
の
で

す
が
。
盛
花

な

ど
を
飾
る
場
所
も

な
い
の

に
習
っ

て
、
変
な
所
に
ゴ
チ
ャ

ゴ
チ
ャ
飾

る
よ
り
も
、
花

だ
ん
に
咲
い
て
い

る
き
れ
い
な
花

を
台
所
の
片
す
み

に
一
輪
ざ
し
に
で
も
し
て

お
い
た

方
が
ど
れ

だ
け

美
し
い
か
知
れ
ま

せ
ん
。
料

理
な
ど
も
、
レ
ス

ト
ラ

ン
な
ど
で
食

丿
様
な
料
理
の
作
り

方

よ
り
も

、
お
い

し
い

タ
タ
ア

ソ

づ
け

の
作
り
方

と
か
、
キ
ウ
リ
や

ナ
ス
が
い
つ
ま
で
お
い
て
も
変
色

す

る
こ

と
な
く
新
鮮

な
色

を
保
ち

っ

づ
け

る
漬
方

、
あ
る
い
は
納
豆

の
作
り
方

な
ど
の
方

が
は
る
か
に

す
ぐ

に
役

立
つ

勉
強

の
様

に
思
い

ま
す
。

又

あ
な
た
方

は
、
自

分
達
も
男

と
一
緒

に
野
良
に
出

て
百
姓
仕
事

を
す

る
の
に
、
農
業

生
産

の
学
習

に
は
全
く
見
向
き
も

し
な
い
と
云

う

の
は
ど
う
し
て
な
の
で
す

か
。

や

は
り

百
姓
の
妻

に
は
な
ら
な
い

と
い
う
考
え

が
支
配

し
て
で
す
か

。
然
し
、
サ
ラ

リ
ー
マ

ゾ
の
妻

に

な
り
そ
こ

な
っ

た
時

は
や

は
り
百

姓
の
妻

に
な
る
外

な
い
で
し
ょ
う

。
百
姓
の
妻

に
な
っ

た
場
合
、
夫

と
共
に
野
良

に
出
て
働

か
ね
ば
な

ら
な
い
、
「
自
分
は
娘
時
代
サ
ラ

リ
ー

マ
ｙ
の
妻

に
な
ろ
う
と
思
っ

だ
の
だ
か
ら
農
業
生
産
の
勉
強
は

し
て
お
か
な
い
。
だ
か
ら
夫
か
ら

言
い
つ
け

ら
れ
て
す

る
仕
事
は
っ

ら
い
重
労
働

だ
。
そ
し
て
百
姓
の

妻
ぐ
ら
い
っ
ら
い
も
の
は
な
い
と

思
う
。
だ
か
ら
自
分
の
娘
に
は
百

姓
の
妻
に
さ
せ
た
く
な
い
」

こ
う
い
っ
た
考
え
が
女
の
人
達

の
頭

の
中

で
ぐ

る
ぐ

る
廻
転
し
て

い
る
の
で
は
な

い
の
で
す
か
。

「
自
分
は
百
姓
の
妻

に
な
る
の
だ
」

と
思
っ
た
ら
最
初

か
ら
目
標
を
し

っ
か
り
立

て
、
洋
裁
和
裁
、
あ
‘み

も
の
、
は
て
は
生
花
、
料
理
な
ど

と
い
う
習

い
も
の
と
同
じ
く
、
い

や
む
し
ろ
そ
れ
以
上

に
農
業
生
産

の
学
習

に
我

々
と
一
節
に
勉
強

し

て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
そ
う

し
て
お
け
ば
、
や
が
て
百
姓
の
妻

に
な
っ

た
時

、
夫
か
ち

仕
事
を
云

い
っ
け
ら
れ

る
の
で
は
な
く

て
、

夫

と
一
緒

に
経
営
の
方
針

を
き

め

仕

事
の
計
画
を
立
て
、
自
分
か
ら

進

ん
で
動
物
の
管
理
や
、
作
物
の

手
入
を
し
た
場
合
、
仕
事
が
っ
ら

い

と
か`
、
娯
楽
が
な
い
、

金
が
な

く
て
ひ
ど
い
な
ど
と
い
う
こ

と
な

ど
も
自
然
に
解
決
す
る
と
思

う
の

で
す
。

し
ゆ
う
と
づ
と
め
が
大
変
だ
な

ど
と
い
う
問
題
だ
っ
て
同

じ
で
あ

る
。
「
だ
い
た
い
今
ど
き
の
嫁
は

仕
事
も
ろ
く
に
出
来
な
い
く
せ
に

口
ば
か
り
達
者
で
…
…
」

と
云
う

の
が
姑
さ
ん
達
の
本

心
の
様

だ
か

ら
…
…
…
…

ず
い
分
と
長
い
こ
と
ず
け
ず
け
と

い
っ
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
あ

な
た
が
こ
れ
を
読
ん
で
、
「
ま
あ

失
礼
な
」

と
ふ
ん
が
い
し
て
い
る

顔
が
見
え
る
様

で
す

。
で
も

あ
な

た
の
お
話
を
聞

い
て
僕
は
ど
う
し

て
も
い
わ
ず
に
は
お
れ
な
か
っ

た

の
で
す
。
お
気
に
障
っ

た
ら

お
許

し
下
さ
い
。

で
も
貴
女
も

あ
か
る
い
太
陽
の
下

で
、
こ
の
大
自
然

を
相
手

に
限
り

な
い
希
望

を
い
だ
い
て
俤
く
事

に

真
実

の
生
き

が
い
を
感

ず
る
時
が

き
っ

と
く

る
で
し
ょ
う
。

命談犀

ラジオ農業

学校を語る

時
・：
七
月
三
日
夜
八
時

所
：
・
青
年
研
修
所

人
：
Å
　

青
年
団
員（

男
）

Ｂ
　

同
　
　
　
（

女
）

Ｃ
　

農
研
会
員
　
　

Ｄ
　

婦
人
会
員
　
　

Ｅ
　

篤
農
家
　

司
会
　

農
業
改
艮
普
及
員

司
会
「
や
あ
み

ん
な
、
お
っ
か
れ

の
と
こ
、
ご
ｙ

労
さ
ま
た
っ
た

な
ア
。
と
き

に
、
月
Ｈ
の
た
っ

の
は
早
い
も
ん
で
、
ラ

ジ
オ
農

業
学
校
を
は
じ

め
て

か
ら
、
三

ヶ
月
に
な
っ

た
な
ア
」

一
同
「
い
や
あ
、
全
く
早
い
も
ん

だ
」

Ｃ

「

ボ
ヤ

ボ
ヤ
し
て
っ
と
、
一
年

ば
し
す
涜
逎
ぎ
ち
ま
う
な
」

司
会
「

と
こ

ろ
で
、
ラ

ジ
オ
農
業

学
校
、

う
ま
く
き
い
て
い
た
か

な
ア
」

Ａ
「
あ
っ
ち
こ
っ

ち
…
…
」

司
会
「
ぬ
い
た
の
か
」

Ａ
「
い
や
、
き

い
た
」

Ｂ

「
わ
た
し
は
半
分
ぐ
ら
い
だ
が

そ
れ
で
精
い
っ

ぱ
い
Ｊ

司
会
「
そ
れ
で
感
想

は
？
、
役
に

た
っ
た
か
い
」

Ｂ
「
今
す
ぐ
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
が
、
と
て
も
面
白
い
わ
、
特

に
生
活
関
係
で
、
「

保
存
食
」

の
研
究
な

ど
、
す
ぐ
た
め
に
な

っ

た
わ
」

Ｄ
［
あ
れ
、
ほ
ん
と
に
よ
か
っ

た

な
エ
、
お
ら
う
ち
で
も
す

ぐ
作

っ
て
、
み
ん
な
に
と
て
も

よ
ろ

こ
ぱ
れ
た
ぞ
Ｉ
エ
］

司
会
［
そ
の
ほ
か
、
良
か
っ
た
と

思
う
こ
と
は
…
］

Ｃ
「

お
れ
は
稲
作
を
主
と
し
て
聴

く
こ
と
に
し
て
い
る
ん
だ
が
、

肥
料
の
知
識
が
足
り
な
か
っ
た

こ

と
を
痛
感
し
た
な
ア
。
ま
た

病
虫
害
の
防
除
ば
か
り
で
な
Ｘ

除
草
や
水
温
上
昇
ま
で
薬
剤
で

や

る
こ
と

に
な
っ
て
み
る
と
、

世
は
ま
さ
に
科
学
時
代
だ
な
ア

」
Ａ
「
お
れ
「
レ

タ
ス
の
作
り
方
」

を
き
い
て
、
こ
れ
か
ら
西

洋
野

菜
を
作
っ
て
み
っ
ぺ
と
思
っ

た

」
Ｅ
「
そ

れ
、
え
え
こ
と
だ
。
よ
く

研
究
し
て
や
っ
て
み
ろ
。
レ
タ

ス
、

セ
ル
リ
ー
、

パ
セ
リ
ー
、

花

ヤ
サ
イ
、

ピ
ーこ

ソ
こ
れ
か

ら
ど
ん
ど
ん
需
要
が
伸
び
る
と

の
こ

と
だ
」

Ｃ
「
研

究
は
必
ず
ふ
ん
な
で
協
力

し
て

や
る
こ
と
だ
。
一
人
で
十

年

か
か
る
こ
と
も
十
人
で
手
分

け
し
て
や

る
と
一
年
か
二
年
で

出
来

る
こ
と
に
な
る
」

Ｅ
「
研

究
も
そ
う
だ
し
、
生
産
の

方
も
あ

る
程
度
ま
と
め
て
出
荷

す

る
よ
う
協
力
し
な
く
て
は
だ

め
だ
」

Ｂ
「
先
週
土
曜
日
、
広
島
の
久
保

正
夫

と
い
う
酪
農
家
は
、
こ
れ

か
ら

の
農
民
は
個
人
プ
レ
ー
で

な
く
、

組
織
の
中
の
一
細
胞
と

し
て
の
個
人
と
な
れ
と
い
っ
で

い
た
ね
」

司

会
「
Ｂ

さ
ん
は
、
な
か
な
か
５

ま
い
と
こ
ろ
を
き
い
て
い
た
ね

Ａ
君
、
青
年
諸
君
が
あ
ま
り
喜

ば
な
い
の
は
ど
５
い
う
わ
け

だ

い
内
容
か
ら
見
て
・：
」

Ａ
「
程
度
が
低

い
。
わ
れ
わ
れ
は

も
つ
と
高
度

の
も
の
を
望
ん
で

い
る
」

司
会

っ
中
学
卒
業
者
を
対
象
に
考

え
て
い
る
か
ら
、
君
た
ち
の
よ

う
な
晨
高
卒
や
十
年
選
手
に
は

物
足
り
な
い
だ
ろ
う
な
ア
」

Ｃ
「
い
や
ｙ

、
必
ず
し
も
程
度
が

飫
い
と
は
い
え
ね

Ｉ
ぞ
、

あ
れ

で
、
お
れ
た
ち
に
も
初
め
て
の

こ
と
や
珍

し
い
こ
と
が
う
ん
と

あ
っ
て
、

ほ
ん
と
に
為
に
な
る

。
学
問
は
土
台
が
大
切
だ
。
あ

あ
い
う
こ
と
が
基
礎
に
な
る
ん

だ
か
ら
、
。「

カ
に
し
な
い
で
よ

く
勉
強
し
て

お
け
よ
」

Ｄ

‐１
ほ
ん
と
だ
な
エ
、
こ
れ
か
ら

は
お
れ
た
ち
婦
人
で
も
一
と
お

り
の
こ
と
を
知
つ
て
お
か
ね
エ

と
百
姓
家
の
跛
の
地
位
は
上
ん

ね
エ
な
エ
。
Ｂ
ち
ゃ
ん
、
よ
く

き
い
て
お
か
ん
し

よ
５
よ
」

司
会
「
午
前
六
時
半

か
ら
と
い
う

の

は
ど
う
だ
」

Ｂ
「

朝
仕
事
の
最

中
で
、
ラ

ジ
オ

と
こ
の
沙

汰
で

な
い
と
い
う
声

が
多
い
」

Ｅ

「
朝
飯
の
時
間
で
、
ち
よ
５

ど

い
い
刻
限
だ
。
作
業
計
画
を
立

て

る
と
き
、
必

ず
こ
れ
を
き
く

と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
お

け

ば
卜
く
ら
で
も
都
合
で
き
る

と
お
も
５
．
こ
５
し
て
つ
と
め

て
勉
強
し
な
け
れ
ば
、
い
つ
ま

で

た
つ
て
も
ラ

ジ
オ
も
き
け
な

い
百

姓
か
ら
浮

び
上
れ
な

廴
の

だ
」

司
会

乙
ど
う
し
て
も
都
合
出
来
な

い
人

は
、
公
民
舘

か
ら
録
音
機

を
借
り
て
、
全
町
民
み
ん
な
で

き
い
て
も
ら
い
た
い
な
」

Ｃ

い
放
送
き
け
な
い
と
き
は
、
テ

キ
ス

ト
を
読
ん
だ
だ
け
で
も
よ

く
わ
か

る
。
テ

キ
ス

ト
だ
け
は

企
家
庭
に
備
え
て
も
ら
い
た
い

な
」

司
会
「
一
冊
一
二
〇
円
、
日
本
一

良
く
て
日
本
一
安
い
の
で
評
判

の
テ

キ
ス
ト
だ
、
今
晩
は
こ
れ

ぐ
ら
い

に
し
よ
う
。
集
合
研
修

会

に
は

ぜ
ひ
出
て
呉
れ
た
ま
え

」

お
い
改
善
さ
れ
、
四
月
か
ら
保
険

料
の

払
込
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

七
月

は
、
四
、
五
、
六
月
分
払
込

期
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
お
忘
れ

な
く
完
了
し
て
下
さ
い
。
筒
、
養

蚕
、
麦
類
等
の
収
入

期
で
も
あ
り

ま
す

の
で
、
割
得
な
前
納
又
は
全

納
の
方
法
を
ご
利
用
下
さ

る
こ
と

を
お
す
す
め
い
た
し
し
ま
す
。

エ

チ

ケ

ッ

ト
：

‘・
：
（
お
酒
゜
卷
゛

一
　
ｒ

１

７
佃
烏

ぺ
船
浮
る
よ

く
考
え
て
、
ほ
ど
ほ

ど
に
の

み
ま
し
よ
う
。

二
、
家
族
や
友
人

の
こ
と
を
よ

く
思
い
や
り
、
生
活

に
プ
ラ

ス
に
な
る
よ
う
な

の
み
方
を

工
夫
し
ま
し
よ
う
。

三
、
接
待
や
振
舞

の
酒

は
、
よ

く
そ
の
精
神
を
く

ん
で
、
上

』

品
な
い
た
だ
き

力
を
し
ま
し

四
、
宴
会
な
ど
は
適
当
な
時
間

に
切
上
げ
、
の
み
直
し
や
は

し
ご
酒
は
や
め
ま
し
よ
う
。

五
、
寄
附
、
納
税
な
ど
社
会
人

と
し
て
の
つ
と
め
を
果
し
た

上
で
の
み
ま
し
よ
う
。

六
、
自
分
の
立
場
を
よ
く
考
え

役
得
な
ど
に
よ
る
口
（

酒
は

遠
慮
し
ま
し
よ
う
。

七
、
公
務
員

の
職

場
で
の
飲
酒

は
と
か
く
疑
惑

の
ま
と
に
な

り
や
す
い
、
勤
務
時
間
外
で

も
っ
つ
し
み
ま
し
よ
う
。

八
、
個
人
に
し
ろ
、
集
団
に
し

ろ
、
酒
の
経
理
は
早
く
き
め

ま
し
よ
う
。
出
せ

る
見
込
み

の
な
い
酒
は
の
ま
な
い
こ
と

が

た
い
せ
つ
。

九
、
盃
の
や
り
と
り
な
ど
封
建

時
代
の
親
分
子
分
兄
弟
分
づ

き

あ
い
の
遺
風

を
改
め
ま
し

十

、
物

事
を
酒
で
解
決
す

る
と

い
う
考
え
方
は
、
ほ
ん
と
う

の
話
し
あ
い
を
基
と
す

る
民

牛
王
義
と
は
似
て
非
な
る
も

の
、
酒
席
で
の
話
し
あ
い
は

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
考
え

ま
し
よ
う
Ｏ

○
　

酒
気
を
帯
び
て

の
運
転
は

事
故
の
も
と
、
絶
対
や
め
ま

し

よ
う
Ｏ

○
　

酒
を
の
む
と
き

は
先
ず
子

供
の
教
育
と
い
う
こ
と
を
考

え
、
応
分
の
貯
蓄
を
い
た
し

ま
し
よ
う
Ｏ

小
児
マ
ヒ
の

予
防
接
種

七
月
十
日
か
ら
十
四

日
ま
で

第

二
回
分
を
終
り
ま
す
。
渮
前
圓
接

種
さ
れ
て
い
る
方
に
は
十
月
第
三

回
目
接
種
の
予
定
で
す
か
ら
ご
承

知
下
さ
い
。

夏
の
健
康
を

護
り
ま
し
よ
う

衛
生
思
想
を
向
上
し
、
特
に
夏

季

に
お
け

る
保
健
衛
生
の
徹
底
を

期
し
、
伝
染
病
を
予
防
す

る
た
め

次
の
事
項
を
よ
く
守
り
ま
し
よ
う

日
　

早
期
受
診
の
徹
底

§
　

手
洗
い
の
励
行

㈱
　

食
品
衛
生
の
向
上

艸
　

過
労
、
暴
飲
、
暴
食
を
や

め
ま
し
よ
う
。

七
月
は
国
民
年

金
掛
金
の
払
込

心
配
さ
れ
た
国
民
年
金
も
お
い

保

存

食

を

作

り

ま

し

よ

‘つ

農
繁
期
を
元

気
に
す

ご
す
た
め

に
、

お
い
し
く
て
栄
養

た
っ

ぷ
り

の
保
存
食
七
つ
、

ラ
ジ
オ
農
業
学

校
テ

キ
ス

ト
よ
り
拾
っ
て
み
ま
し

た
。
な
お
県
農
業
改

良
課
円
谷
先

生
の
お
話
は
、
テ

ー
プ
に
録
音
し

て

あ
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
一
度
お
き

き
下

さ
い
。

○
す

る
め
の
み
そ
づ
け

○
鯨
肉
の
つ
く
だ
に

○
こ
う
な
ご
の
つ
く

だ
に

○
こ

ん
ぶ
と
大
豆

の
つ
く
だ
に

○
切
す
る
め
の
つ
く

だ
に

○
七
色

づ
け

○

や
な
が
わ
づ
け

編集後記
○

待
望
の
屋
体
み
ご
と
に
完
成

、
偉
な
る
か
な
金
の
力
囗
‥と

共

に
人
の
和
の
力

。

○

数
々
の
新
し
い
構
想
を
盛
り

込

ん
だ
豊
か
な
施
設
、
設
備

、
殆
ん

ど
完
璧
に
近
い
。

○
旧
屋
体
よ
、
長
い
間
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
改
め

て
お
世
話
に
な
り
ま
し
よ
５

０
酒

を
飲
む
な
と
い
う
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
公
衆
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
、
節
度
あ

る
飲
み
方
を
し
て
下
さ
い
。

○
季
節
保
育
所
、
大
い
な
る
感

謝
の
う
ち
に
終
る
。
始
め
た

ら
や
め
ら
れ
な
い
も
の
の
一

つ
。

○

個
人
の
基
本
的
人
権
ｔ乙
社
会

の
秩
序
を
両

立
さ
せ
る
の
が

人
間
の
人

間
た
る
ゆ
え
ん
で

す
。

○

よ
り
よ
い
仕
事
を
し
、
よ
い

生
活
を
う
ち
立
て
る
た
め
の

学
習
で
あ
っ

た
ら
、
こ
れ
も

・
大
切
な
仕
事
で
す
。
正
々
堂

々
時
間
を
と
っ
て
勉
強
さ
せ

ま
し
よ
う
Ｏ

○

完

納

は

わ

が

家

の

ほ

こ

リ
：
：
…
：
固

定

資

産

税
（
第

二

期
）
、
所

得

税
（
第

一

期
）
の

納

期

は

七

月

三

十

一

日

で

す


	page1
	page2



